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各会の夏山合宿報告（あつた、東三河山ぽ会）

夏合宿報告:あつた勤労者山岳 1
山域：北アルプス ルート：上高地～涸沢～北穂東稜～北穂南陵～涸沢～上高地

日程：:2023年 8月 11日～13日 2泊 3日 テント泊

メンバー：井上 三村 坂木 コズ 谷本（記）

今回の合宿は初級アルパインクライミングとして、クラシックルートの前穂北尾根、北穂東稜を

計画、山の日に行ってきました。今回の計画のため、全 10回のトレーニング計画を立て、メンバ

ーもほぼ休むことなく参加してくれました。

トレーニングは、南山、御在所一壁、前尾根、雨の日はジムでロープワーク、北アルプス長時間

歩行、歩荷、小川山でのマルチとしっかりと行いました。（次頁につづく）
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(表紙からのつづき)

合宿当日は、時期的に台風の時期のため、太平洋に 2つの台風が発生しており、前日まで、

天気予報サイトを何度も見て、悩みました。幸い何とか持ちそうだったため、合宿を決行。

天気は予想より好転し、当初の計画通りに進められると、気分良くスタートを切れました。

初日はベースの涸沢までの移動のみだったため、涸沢ヒュッテ、涸沢小屋の名物料理を嗜みました。2 日

目、メンバー 1 人が体調不良のため、テントキーパーで残ってもらい、残りのメンバーで北穂東稜にアタッ

ク。トレーニングでやってきたことが功を奏し、スムーズに北穂小屋に抜けられました。3 日目、天気が昼ま

で持つか夕方まで持つか微妙な感じと、メンバー 1 人の足が不調という事もあり、下山を判断。メインだっ

た前穂北尾根を横目に見ながら下山をしました。結果的に、北穂東稜のみしか行けませんでしたが、この

時期に雨にも降られず、涸沢を満喫でき、トレーニングをしっかりと出来たので、メンバー全員のスキルア

ップにつながったので合宿は成功といって良いと私は思っております。合宿は終わりましたが、今回得た

事をフリークライミング、冬季アルパインにつなげてもらえたらと。

夏合宿報告:あつた勤労者山岳会 2 仙丈ケ岳、甲斐駒ヶ岳

２０２３年８月１０日~１２日

今年の合宿は、天候と登山者の多さを気にしながらのスタートとなった。台風６号は九州をかすめ東海地

方には直接の影響はなかったが、湿った空気を送り込み平地は晴れても山では雨が降るのではと懸念さ

れた。コロナ禍以降山に登る人が増え、仙丈・甲斐駒へのアプローチとなる南アルプス林道バスの込み具

合はどうだろうかと気になった。７月３０日伊那の守屋山へ登った帰り、下見のため仙流荘に立ち寄り駐車

場の係員に込み具合を尋ねた。かなり前は河原に駐車場があったが、現在は河川工事中で入れない。

係員の話によると、７月海の日の連休は、有料駐車場は満杯で、工事車両用の駐車場を登山者用に開

放して、それでもあふれた車は路肩に停めたとのこと。お盆の休みはどうなることかと思われた。一般登山

道を歩く合宿がここ数年実施されず、最近入会した会員は合宿を経験していないため、登頂することを第

一の目標として、なるべく荷を軽くして登れるよう、長衛小屋テント場をベースにして登る計画を立てた。新

人２名と久々の合宿参加者３名、など総勢８名のパーティとなった。

８月１０日、２０時３０分金山南口を出発。駐車場の込み具合はどうかと気になりながら仙流荘に到着。奥

の有料駐車場はかなり空いていて、やや拍子抜けである。車中で仮眠して、４時３０分にバス停に向かうと

約１００人が列を作っていた。５時ごろより次々とバスが発車して６時過ぎに北沢峠に到着。テント場のテン
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トは多かったが、私たちの３張は並べて設営できた。すぐに装備を整え６時５０分に出発。北沢峠から南ア

ルプスらしい森の中を登る。標高は 2000ｍ越えているが非常に暑い。天気は良いが直射日光がじりじりと

照りつける。休憩をいつもは 1 時間に 1 回程度としているが、水分補給のための立ち休憩を小まめに取

ることにした。大滝頭あたりから振り返ると甲斐駒ヶ岳の白い峰、北岳、富士山、さらに八ヶ岳、北アルプス

と見える可能性のある山がすべて見えたように空気が澄んでいた。小仙丈ケ岳を過ぎたあたりでメンバー

の一人が体調不良を訴えたため、もう一人が付き添い待機することにした。車中泊の睡眠不足と風邪の

症状によるものとのこと。登山開始前にメンバーの体調を確認する必要性を痛感した。6 名のメンバーは

無事に仙丈ケ岳に山頂に立つことができた。16 時 30 分にテント場に帰着。すぐに夕食の準備に取り掛

かる。新人が食担を担ったが、食材は北沢峠バス停かテント場まで数百メートル歩くだけだから手持ちで

持ってきてよいと伝えていた。結果、余分なものが見られたため調理しながらいろいろ指導することになっ

た。

8 月 12 日、体調不良のメンバーは回復せず、テントキーパーとなった。4 時 40 分ヘッドランプを灯して

出発。仙水峠手前のモレーンのような岩の堆積を見るたび自然の力に驚かされる。森の中の急登にあえ

いで駒津峰に出ると、白い甲斐駒ヶ岳が近くに見えるがこれからが甲斐駒ヶ岳の核心部とも言える急な登

下降が続く。15 時北沢峠発のアルプス林道バスに乗車する予定であったので10 時登頂がリミットと設定

していたが、9 時 45 分に山頂に立てた。仙水小屋の水場でのどを潤す。体に染み渡るのを実感する。

テント場入口でテントキーパーのメンバーが迎えてくれた。メンバー全員の登頂は果たせなかったが、今

期入会の新人が今後の山行への意欲を示してくれて成果のあった合宿であったと思う。

2023 東三河山ぽ会 夏合宿報告 塩見岳 東三河山ぽ会 森 和之

7/21（金）豊川駅東 P==鳥倉林道 P ・・・登山口・・・三伏峠小屋・・・烏帽子岳途中までピストン

04：40 08：30 08：43 09：35 13：35 14:30～16：00 7.5ｈ

7/22（土）三伏峠小屋・・・本谷山・・・・塩見小屋・・・・塩見岳・・・・・塩見小屋

05：40 07：20 09：45 10：15 12：10 13：00 14：50 9.5ｈ

7/23（日）塩見小屋・・本谷山・・三伏峠小屋・・登山口・・鳥倉林道ゲート P==豊川東 P

05：40 07：40 09：30 12：45 13：40 19：40 8ｈ

上記日程・時間にて夏合宿塩見岳に 5 名で

行ってまいりました。直前に梅雨明けが宣言さ

れ酷暑が懸念されましたが、比較的涼しく快適

でありました。塩見岳は 20 年ほど前冬合宿で

行って以来で学生の頃の南ア全山縦走と合わ

せて3回目でしたが、今までで一番きつい山行

となりました。膝の故障、体重増加、寄る年波

には勝てませんが、もうひと踏ん張りしたいとは

思っています。

7/21（金）何はともあれ、SLの Tさん先頭で鳥倉林道P出発。標高差約900ｍ。登山口からはひたすら登

り。早くはないが一定のペースで着実に進む。カラマツ・もみ・ダケカンバなどの樹林の中で気持ちが良い。

日本一高所な三伏峠 (2615m）
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途中、先日の豪雨のためか道が崩れてい

るところがあり、地元の方が大勢で補修をし

ていました。これは帰りには修復完了して

いました。13：35 三伏峠小屋着。時間があ

ったので、森以外の４名で、烏帽子岳に行

くことになりました。ガスのため途中で反転

し小屋に戻ったとのこと。この日はその後

食事後就寝。

7/22（土）は本山行のメイン。塩見小屋経

由塩見岳に向けてスタート。天気は良い。

本谷山まで緩く登り、そこから急な下り。権左衛門山をトラバースし塩見小屋ま

で 200ｍの登り。小屋で不要なものをデポし山頂アタック。約 300ｍの登りです。

高山植物が咲き乱れる様を横目で見ながら進む。いままで、植物に目もくれず登っていましたので、名前

は全くわかりませんが、じっくり見ると実に美しいものですね。これから少しずつ覚えていけたらと思ってい

ます。

山頂直下、簡単な岩場・鎖場を抜けると三角点のある塩見岳西峰に着。ただ、雲がわいてきて周りが全く

見えませんでした。深田久弥が絶賛したという富士山や蝙蝠岳も雲の中でした。残念。。

ここから最高峰である塩見岳東峰（3052ｍ）へ行

き、全員で記念撮影。岩場・.鎖場等慎重に下り

塩見小屋に戻りこの日は終了しました。

ただ、小屋の食事の中でご飯が非常に美味しく、

炊飯のプロの T さんが炊き方や米の種類を聞い

ていました。ちなみに地元伊那谷の米（ゆめしな

の）を圧力釜を使い、ガスで炊いているそうです。

7/23（日）最終日。この日は塩見小屋から下山

のみでしたが、私自身の膝の具合も不安であっ

たこともあり、名残りを惜しみながらも早々に下山

開始。本谷山を登り返し、三伏山を経て、三伏

峠にて小休止。鳥倉林道 P に向け下山。途中、

偶然にも会の O 野さんと T 肥さんパーティーが登ってくるのに遭遇。三伏峠で宴会後次の日塩見に行く

とのこと。お互いの安全を祈りながら別れました。

鳥倉林道 P 着後、温泉で汗を流し、食事をして豊川 P へと帰ってまいりました。

今回合宿、計画段階から 3 回のボッカ、

岩場訓練

小屋予約、レンタカー手配、計画書作成ま

でリーダーKさん、SLの T さんには大変お

世話になりました。合宿にただのメンバーと

して参加するのは初めてかもしれませんが、

お二人の息の合った行動・指示のおかげ

で安全で楽しい山行が実行できたと感謝し

ております。

パーティメンバーの I さん、M さんも含めい

ろいろありがとうございました。

参加者： （L）HK さん、（SL）NT さん、（医療・会計）NM さん、（記録・ blog）RI さん、（記）森 和之

塩見岳山頂 （東峰：3052m）

塩見小屋 ﾓﾙデﾝﾛｰﾄ

（気温 9ﾟC 2760m）

無事下山 （鳥倉ゲート P 1666m）
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教育部 8/24(木) 第 5 回教育担当者会議を開きました

日 時：8 月 24 日（木）19 時 30 分～ （zoom 会議で実施）

参加者：くらら（吉田）、あつた（坂木）、かわせみ（野村、佐伯）、ありんこ（榊原）

計 4 山岳会 5 名

(1)前回議事録の確認

前回議事録を確認しました。

(2) 雪山安全講習会について

・第 55 期雪山安全講習会をどのように実施していくかを確認しました。

（今後、理事会に報告／承認後、各会代表者会議でお知らせすることとします。）

・講師分担について

各会の活動が会員１人 1 人に支えられているように、県連活動も各会に支えられており、各

会で荷を分かち合って行事を実施していきたいと思いは一致しましたが、次回に分担を決め

ることとなりました。

(3)交流山行について

・ 9/24 ハライド～ブナ清水の交流山行の参加確認をしました。（くらら、ありんこ参加）

・冬の交流山行（1/28 御在所岳）の案内を各会代表者会議でお知らせすることとなりました。

(4)各会代表者会議について

教育部上期活動報告（各会代表者会議の資料）についての意見交換をしました。

(5) 教育活動に関する意見交換

各会の今後の教育活動に役立つよう、今回は、夏山合宿にむけての学習会やトレーニング山行

等が夏山合宿の助けとなったか（うまく機能したか）等の意見交換をしました。

(6)次回の第 5 回教育担当者会議を 2023 年 9 月 21 日（木）に 19 時 30 分より zoom 会議で実施し

ますので、各会から奮って参加をお願いします。

第 55 期雪山安全講習会について

第 55 期雪山安全講習会をどのように開催していくか担当者会議・理事会で決定しましたので、報告

します。

①新規コロナが、感染法で季節性インフルエンザと同じ「5 類」にとなり、各種行動制限もなく生活す

ることがあたりまえになりましたので、コロナ以前と同様に県連事務所に集合して講習会を開催してい

くこととします。

②実技についても、コロナ以前と同様にテント泊も実施することとしました。

次ページ以降に、第55期雪山安全講習会の案内（連盟員向け）と2023雪山安全講習会の案内（一

般向け）をします。第 55 期雪山安全講習会の案内は、各会で雪山に取組む会員の方に案内してい

ただき、誘い合って参加して下さい。

2023 雪山安全講習会の案内は、各会に入会しそうな方に声掛けをして会員拡大の一助となればと

思っていますので、活用願います。その他の一般の方として、昨年と同様に一般登山講座の受講

生・三重山好会に声掛けをします。

また、昨年同様に講座②「冬山の気象」は、気象予報士会東海支部の大矢様に講師をしていただ

きます。大矢様は（株）デンソーに勤務しており、多忙のなか講師を引き受けていだだけましたが、勤

務地と県連事務所が離れているため、zoom での講座となります。Zoom での受講となりますが、県連

事務所では、スポーツを応援するときのパブリックビューイング会場みたいに、講座をスクリーンに映

しますので、パソコンが苦手等の人は県連事務所での受講もできます。



労山愛知 No.603

6

大矢様は、過去「冬山フェスタ」でも講座を担当され、気象事故を分析した書籍も出版されていて、

むずかしい気象の話しをわかりやすく説明してくれます。せっかくの機会ですので、ぜひ、各会での

参加を呼び掛けて下さい。よろしくお願いします。

第 55 期雪山安全講習会を開講します! (10/30～)

第 55 期雪山安全講習会を以下のように開講します。

積雪期における生活・行動技術、安全対策等、雪山の基本的な知識・技術を体系的に学習します。

これから雪山を始める人が安全に雪山に登れるように、また、雪山の基礎が身につくようにとカ

リキュラムを設定していますので、誘い合って奮って参加して下さい。

１．受講対象者 ：・雪山の基礎技術を学ぼうとしている人

・雪山登山を再開するための復習をしたいと考えている人 等

２．申し込み方法：愛知県勤労者山岳連盟教育部（e-mail:aichirousan@gmail.com）

・ 10/22(日)までに氏名、所属山岳会名を明記してメールして下さい。

３．実施形式 ：講座は県連事務所で実施し、zoom 会議でも受講可能としますので、

どちらかで受講して下さい。（zoom のインストール要）

「学びたい」と思う講座をチョイスして受講ができます。

講座受講は無料ですので、この機会をぜひ活用しましょう！

４．カリキュラム

日 程 テーマ 内 容

講座①10 月 30 日（月）

19:30～20:50

冬の装備と生活技術 ・冬山の特徴（無雪期と積雪期の違い）
・冬山の服装／装備と使い方
・冬山の行動食／非常食／食事メニュー
・テント泊等の生活技術

講座②11 月 6 日（月）

19:30～20:50

冬山の気象 ・天気の基本（高気圧、低気圧等）
・冬山の天気の特徴（夏との違い）
・雪が降る仕組み
・冬の代表的な気圧配置
・冬の天気の周期
・高層天気図の見方
・冬の遭難事例から見た天気
・気象情報の見方、集め方

講座③11 月 13 日（月）

19:30～20:50

積雪期の行動技術 ・行動における積雪期の特徴
・雪面での歩行の仕方／休憩の仕方
・アイゼン／ピッケルワーク
・滑落停止技術
・ラッセル／ワカンでの歩行
・確保技術

講座④11 月 20 日（月）

19:30～20:50

雪山の危険と安全対策 ・積雪期の事故の特徴
（滑落、雪崩、低体温症、凍傷 等）

・事故事例から学ぶ／事故発生時の対応

打合せ 12 月 4 日（月）

19:30～20:50

実技山行打合せ ・実技山行実施要領＆山行計画書から、
装備等の確認と役割分担

・訓練内容の確認・交通／費用の確認

実技山行（日帰り）

12 月 17 日（日）

▲山域候補

千畳敷

・積雪の状況により山域の変更／日程の
延期あり

実技山行（テント泊）

1 月 20-21 日（土日）

▲山域候補

天狗岳

・積雪の状況により山域の変更あり
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2023 雪山安全講習会のご案内
愛知県勤労者山岳連盟

雪山を「楽しく安全に登る」ために、必要な基礎知識の習得を目指し、雪山初心

者を対象とした講習会を開催します。純白な雪に包まれた山は美しいです。一方で

厳しさもあります。

これから雪山に親しみたい方に対し、厳しいが「楽しく安全に登る」ために、お

役に立てばと

思います。多くの方々の受講をお待ちしています。ぜひ奮ってご応募下さい。

１．日程＆カリキュラム

日 程 テーマ 内 容

10 月 30 日（月）
19:30～20:50

講座①
冬の装備と生活技術

・冬山の特徴（無雪期と積雪期の違い）
・冬山の服装／装備と使い方
・冬山の行動食／非常食／食事メニュー
・テント泊等の生活技術

11 月 6 日（月）

19:30～20:50

講座②

冬山の気象

・天気の基本（高気圧、低気圧等）
・冬山の天気の特徴（夏との違い）
・雪が降る仕組み
・冬の代表的な気圧配置
・冬の天気の周期
・高層天気図の見方
・冬の遭難事例から見た天気
・気象情報の見方、集め方

11 月 13 日（月）

19:30～20:50

講座③

積雪期の行動技術

・行動における積雪期の特徴
・雪面での歩行の仕方／休憩の仕方
・アイゼン／ピッケルワーク
・滑落停止技術
・ラッセル／ワカンでの歩行
・確保技術

11 月 20 日（月）

19:30～20:50

講座④

雪山の危険と安全対策

・積雪期の事故の特徴
（滑落、雪崩、低体温症、凍傷 等）

・事故事例から学ぶ／事故発生時の対応

２．講習会の会場： 県連事務所での受講、もしくは、zoom 会議での受講、どちらでもよいです。

（URL 等を別途お知らせします。）

３．受講料 ：無料です。

４．申込み方法 ：①氏名②メールアドレス③受講したい

講座を、愛知県勤労者山岳連盟の

メールアドレス

（aichirousan@gmail.com）に

送付下さい。

(申込み締め切り)

受講講座の 1 週間前

(問合わせ先)

aichirousan@gmail.com へ

メールで問合せ願います。
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遭対部 8/25 第 55 期夏山合宿遭対報告会議を開きました

2023 年 8 月 25 日（金）19：30 から、県連事務所で、夏山合宿遭対報告会議を開き、9山岳会 14

名が出席しました。【出席者】樋江井、蜂須賀、神崎（若駒）、細江（半田 F）阿賀谷（東三河）、

廣田、梅村、平岡（同志会）、白水（かわせみ）、添田（ありんこ）、野村（じねんじょ）、森

田、谷本、佐藤（あつた）・当日、提出された報告書は、8 山岳会 27 件ありました。各会から報

告書の概要を報告してもらい、その都度、質問・指摘などの討議を行いました。

〇質問・指摘等は下記の通りです。

・合宿の場合はヘルメットを持っていく。白馬大雪渓では、雪の量が少ない（東三河）・剱岳で

も雪渓の雪が少ないのでルートを探すのに時間がかかる。剱岳の情報は、富山県警察山岳警備隊

のツィーターの情報が良い（同志会）・合宿の参加基準はあるのか？山行のスタイルにより異な

ると思う（じねんじょ）。・CL が体調不良の為、急きょ、パーティーを再編成して合宿を無事に

行うことが出来た。（半田）・会を挙げて合宿を取り組むことが弱いと感じた。（若駒）・期間

を決め少人数のパーティーで多くの山行を取り組んで会として効果があった。（山歩会）・計画

したコースをいく事は出来なかったが、トレーニングを通してまとまった思う（あつた）

山 岳 会

名

山域 コース 日程 人

数

名 古 屋

山歩会

苗場山・越後駒ヶ

岳

三合目Ⓟ～苗場山～三合目Ⓟ 7/15～16 2

越後駒ケ岳 枝折峠～駒ノ小屋～越後駒ヶ岳～ 枝折峠 7/16～18 2
平ヶ岳 中ノ岐登山口～平ヶ岳～中ノ岐登山口 7/18～7/19 7

巻機山 避難小屋～巻機山～避難小屋 7/19～21 4
大雪山～トムラウ

シ山

姿見～旭岳～白雲岳～ヒサゴ沼～トムラウ

シ往復～ヒサゴ沼～天人峡

7/21～24 2

十勝岳 十勝岳温泉～十勝岳～十勝岳温泉 7/25～26 2

横尾本谷右俣～

南岳

～槍沢

上高地～黄金平～南岳～天狗原～上高地 8/11～13 3

幌尻岳 林道ゲート～幌尻山荘

～幌尻岳～林道ゲート

8/20～23 4

アポイ岳 登山口～アポイ岳～登山口 8/23～24 4

東三河 A 金峰山 瑞牆山荘Ⓟ～大日小屋～金峰山小屋～瑞牆

山荘Ⓟ

7/15～17 6

B 塩見岳 鳥倉ゲート～三伏峠～烏帽子岳往復～三伏

峠小屋～塩見岳～三伏峠～鳥倉ゲート

7/21～23 5

D 八ヶ岳 天狗岳

～硫黄岳

桜平Ⓟ～根石岳山荘～夏沢峠＾硫黄岳～桜

平Ⓟ

7/29～30 7

E 白馬岳 猿倉～白馬山荘～栂池 7/28～30 9
Ｆ 阿弥陀岳～赤岳~

硫黄岳

美濃戸口～行者小屋～阿弥陀岳～赤岳~展
望荘～硫黄岳

7/28～30 4
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G 双六岳～槍ヶ岳 小池新道～鏡平～双六小屋～双六岳～槍ヶ

岳～槍ヶ岳山荘～奥穂登山口

8/3～6 6

Ⅰ 西穂高岳～奥穂

高岳

西穂山荘～西穂高～ジャンダルム～奥穂高

～穂高山荘～上高地

8/12～14 5

J 八ヶ岳 天狗岳 稲子湯～本沢温泉～天狗岳～中山峠分岐～

稲子湯

8/19～20 7

半田 F 立山三山・奥大日

岳

室堂～雷鳥沢キャンプ場～雄山～真砂岳～

別山～雷鳥沢～奥大日岳～雷鳥沢～室堂

7/22～24 11

ありんこ 白馬岳～杓子岳

～白馬鑓ヶ岳

栂池～白馬大池～白馬岳～杓子岳～白馬鑓

ヶ岳～白馬鑓温泉～猿倉

7/28～30 9

じねんじ

ょ

西穂高岳 上高地～西穂山荘～西穂高岳～西穂山荘～

上高地

7/29～30 10

同志会 剱岳源次郎尾根 剱沢小屋～別山～富士ノ折立～雄山～室堂 8/4～6 3
剱岳 八ツ峰 剱沢～長次郎～五六のコル～剱岳～剱沢～

室堂

8/5～7 2

剱岳 剱沢キャンプ場～剱岳～剱沢キャンプ場～

室堂

8/12～14 6

あつた A 仙丈ヶ岳・甲斐駒

ヶ岳

北沢峠～長衛小屋キャンプ場～仙丈ヶ岳～

長衛小屋 C～甲斐駒～長衛小屋 C～北沢峠

8/10～12 8

B 北穂東稜・前穂北

尾根

上高地～涸沢～北穂東稜～涸沢～上高地 8/11~13 5

若駒 赤木沢 折立～薬師沢出合～赤木沢～北ノ俣岳～折

立

810～13 4

中止 東三河立山 北岳～間ノ岳～農鳥岳 あつた神宮川笹ノ沢

延期 東三河 天狗岳 9/2～3

1.事故報告（死亡事故）

NO.5【あつた】川浦渓谷本谷に沢登りに所属会に無届けで単独で行き、70ｍゴルジュで溺死。【事

故発生日時】2023年 7 月 29 日（土）12 時以後【山域・山名】美濃・川浦渓谷本谷【事故者】男

性 50 才【受傷の程度】溺死【事故の概要】30 日に事故者の友人から亡くなったとの連絡が所属

会に有りに無届けで単独で沢登りに行ったことがわかった。友人が関警察に救助要請。その後、

70ｍゴルジュ底で溺死しているのを沢登りの登山者が発見。ヘリで搬出、その場で死亡が確認さ

れた。

▲反省・指摘など ・反省として山行計画書の重要性、意味を改めて勉強会を行う。山岳会に入

っている事の意味や無届山行で山に行き事故を起こす事により、今回のような取り返しのつかな

い結果になる事を伝えていく。

自然保護部 7/17～18 日全国自然保護担当者会議 ZOOM 参加

会議の目的は、気候危機とロシア・プーチンによるウクライナへの侵略戦争によりエネルギー

危機が 世界中で起きています。加えて経済危機も発生し地球が軋んでいます。再生エネルギーが

2020 年に史上最大の伸びを示す中で、日本は停滞傾向に陥っている。グラスゴー合意に 基づく

１.５度未満をめざす世界の動きに対して、日本の第６次エネルギー基本計画や 地球温暖化対策

計画等の問題点と課題が懸案となっている。これからの数年間、日本の気候危機対策とエネルギ
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ー対策にとって、重要な時期の再生可能エネルギー稼働による自然破壊や地元住民への生活危機

が発生しています。こうした問題点や地方連盟の自然保護に係る活動報告を通して全国で問題点

や課題を共有し今後の取組みの指針する。

記念講演の報告【講演者】森孝順氏（元環境省山岳レンジャー、山は宝クラブ副会長）

｢地球温暖化による予想以上に進む山岳環 境の変化を考える｣と題して、自然破壊の深刻な現 状

が報告された。1.山岳地帯の高山植物への影響。2.ヒマラヤなどの氷河の後退などによる影響。3.

地球温暖化を進める温室効果ガスの排出の原因は。4. 温室効果ガスの排出を抑える取り組みは。

などについて報告されました。

自然保護部長 佐藤和男

組織部 第 55 期 第５回 組織担当者会議 報告

2023年 8月 10日(木)
県連事務所：午後 7時 00分～9時 00分

出席者：若駒(□中橋)、同志会（□吉川）、春日井（□落合）、下山(みどり)、
Zoom ：東三河(戸田)、あつた(松岡）、スルジェ（杉田）、じねんじょ(後藤)、かわせみ(白水)、

1) 組織数の推移・入退会理由――各会の状況。集計表を配布し討議しました。

会員の動向報告集計では、入会の動機では山の仲間が欲しい、が 17 名、登山技術・知識を

学びたいが11名で集計数の内90％を占めました。集計結果のつじつまの合わない部分があり、

後日精査しました。

2) 第 55 期一般向け登山講座、―― 前回の報告事項を含む。

1 各会への入会状況は計 2名。

2 来期第 56 期に向けて、

＊ リーダーがギリギリの人数となっており、確保が課題。

秋期に日程変更する案を、代表者会議に報告する。

講座内容・実技山行の内容と進め方、講座の進め方についてマニュアルを作成する。

アンケート結果集計表を配布して意見交換した。――

＊全体の日程が長くなるので、1 日(土)に 3 講座実施して、日程を集中して行ってはどうか。

――この組み方で日程表(案)を作成する。※

＊今年は雨天中止の代替山行を組んだが、当初から予備日程を組んでおくことは人材の確保の点

から難しい。 ――募集要綱に明記する。

＊危険個所の通過講座は、実施の意味があるのかどうか。講座でのロープワークにして、実技講習

は各会に入会してもらった方が良い。――オプションで組む(案)を検討する。※

＊各会への入会勧誘の機会・キッカケとして清掃登山に参加してもらったが、会の対応が難しい。

＊秋季の実施は、会によっては春合宿の準備期間と重なり、ＰＬなど確保が難しい。今年度経験

のある実行委員が少ないので、来年の準備期間を確保したい。※

※――検討・継続課題とする。

3)実務の分担――組織担当者会議内での実務の分担。

組織数、入退会理由の集計――落合、

各会役員名簿のとりまとめ ――後藤――、一部の会を除き作成済み。

各会HPの更新状況、チェック。――戸田、――調査状況を報告した。

4) 愛知平和行進

今年度、あいち平和行進実行委員会と連絡が取れるようになったので、来年度は連絡を密にし

たい。あいち平和行進は、あいちの場合生協などが独自に実施されていたものが、全国の平和行進

と合流しという経緯があった。――過去に代表者会議などで名称へのこだわりのある発言があったが、

このよう経緯があったとみられる。
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5)交流山行――東三河理事との交流と、CL.SLの役割確認兼ねて、9月3日(日)鳳来寺山実施で準

備していく。各会から是非、参加ください。計画書各会組織担当者に配布済み。

現在、みどり山の会・スルジェ山の会・春日井峠の会・名古屋山岳同志会・東三河山ぽ会、などより

参加予定です。

6) 全国連盟・ 2023 全国ハイキング学校――前回、資料配布済み。 参加者募集中です。

2023 年全国ハイキングリーダー学校 実施要綱

「高齢化問題と労山の価値を真正面から学ぶ！」
開催日 9月 30日（土）～10月 1 日（日）

開催場所 奈良ユースホステル 奈良市法蓮佐保山 4-3-2 ☎0742-22-1334

主 催 日本勤労者山岳連盟 （担当 ハイキング委員会）

主 管 奈良県勤労者山岳連盟

開催規模 30 名（原則宿泊者対象・主管団体は除く）

参加費 ８,000 円（１泊２食・日帰り参加者は２,000 円）

開催内容

30 日（土）午後 12時半受付 13 時開会

主催団体 あいさつ・講義内容説明

主管団体 同

講議内容 ①「高齢者の体と登山」

豊田 ふみよ さん １：30～３：30

元奈良県立医科大学医学部准教授・動物神経・筋肉生理学が専門

②「労山の歴史と平和と登山」 ４:00～5:30

荒木 辰彦 さん 福岡県連盟会長

夕 食 6：30～7:30 （食事後、可能なら小規模の交流会を実施する。）

1日（日）朝食 7:00～8:00

簡単な打ち合わせ後、若草山周辺ハイキングに出発 講師：阿部 哲也全国理事

ご意見、ご要望・投稿・写真などはメール、または県連事務所あてに郵送してください。

http://aichirousan.web.fc2.com/ e-mail:aichirousan@gmail.com

【編集後記】 山の中の局地的な天気の話なので報道されることはありませんが、先週の 23 日 24 日ごろ、

藤原岳と石槫峠の雨量計で 500 ㎜を越える大雨が降りました。その前の週の台風の時（15 日）には、水晶

岳の雨量計で約一日で 500 ㎜降っています。そしていずれの雨量計でも、8 月の積算雨量が 1000mm を

越えました。これらは、本来なら10年とか20年に一回ぐらいの珍事なのですが、 鈴鹿では去年ぐらいから

こういう極端な雨がちょくちょく降るようになったように思います。茶屋川の支流では、去年に続いてまた大き

い崩壊が起きたようです。 大きな変化がもう着々と進んでいるのかもしれません。 （事務局 井土）
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Schedule 2023
9 月 10 月 11 月

1 金 1 日
代表者会議

全国ハイキング学校
1 水

2 土
登山学校 C

組織部交流山行
2 月 2 木

3 日 登山学校MC 3 火 3 金 (文化の日)

4 月 4 水 4 土

5 火 5 木
教育担当者会議⑦

女性部部会⑦
5 日

6 水 6 金 自然保護担当➃ 6 月 雪山安全講習会②

7 木
組織担当者会議⑥

女性部部会⑥
7 土 7 火

8 金 遭対担当➂ 8 日 8 水

9 土 9 月 (スポーツの日) 9 木
組織担当者会議⑧

女性部部会⑧

10 日 10 火 10 金 遭対担当➃

11 月 11 水 11 土

12 火 12 木 組織担当者会議⑦ 12 日 東海 B 雪崩（机上）

13 水 13 金 13 月 雪山安全講習会③

14 木 理事会⑧ 14 土 14 火

15 金 自然保護担当➂ 15 日 15 水

16 土 16 月 16 木 理事会⑩

17 日 17 火 17 金 自然保護担当➄

18 月 (敬老の日) 18 水 18 土

19 火 19 木 理事会⑨ 19 日

20 水 20 金 20 月 雪山安全講習会④

21 木 教育担当者会議⑥ 21 土 21 火 教育担当者会議⑧

22 金 22 日 22 水

23 土 (秋分の日) 23 月 23 木 (勤労感謝の日)

24 日 交流山行(教育部) 24 火 24 金

25 月 25 水 25 土

26 火 26 木 全国理事会 26 日

27 水 27 金 27 月

28 木 理事会⑨全国理事会 28 土
交流山行(組織部)

全国登山学校交流集会
28 火

29 金 29 日 全国登山学校交流集会 29 水

30 土 全国ハイキング学校 30 月 雪山安全講習会① 30 木 全国理事会

31 火


